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夏の猛暑がうそのように，すっかり秋らしく朝晩の冷え込みが厳しい季節になりました。１１月は文理・

科目選択の本登録や新人大会（後期）があり、生徒は勉強・部活動にと本腰を入れて取り組む時期となりま

す。 

 

【１１月の行事予定】 

◇学校公開（11/1・水～7・火） 

 県の教育ウィークに合わせ、本校では学校公開を 11/3（土）に

実施します。基本的にすべての授業をご覧いただけます。 

また 11/6（火）の６、７限目は先日行われた地域探訪について

のプレゼンテーションを行います。是非お越しになり、生徒の頑

張りをご覧下さい。 

11/3・土の日程 

  8:40～12:10 授業公開（１～４限） 

 12:10～12:55 昼休み 

 12:55～14:35 授業公開（５～６限） 

 14:35～    ガイダンス･清掃・部活動 

＊13:00～16:30 中学生英語暗唱大会（図書館２階多目的ホール） 

＊9:00～11:00 13:00～15:00 進学個別相談会（会議室） 

 

11/6・火の日程 

13:50～15:30 地域探訪プレゼン発表（６～７限） 

 

◇後期県高校新人大会（11/8・木～11・日） 

9 月の屋外競技に続いて、この時期に屋内を中心とした競技が

行われます。「文武両道」を旨とする本校生徒の活躍を祈ります。

1・2 年生の多くの生徒が参加するため、８日（木）・９日（金）

の両日は３限までの特別時間割となります。 

 

◇文理・科目選択本登録（11/12・月～19・月） 

 文理・科目選択はこの登録で最終決定となります。詳細は裏面。 

 

◇４技能英語検定ＧＴＥＣ（12/1・土） 

 ＧＴＥＣとは、英語の運用能力を測る試験です。リスニング・

リーディングに加えて、ライティングとスピーキングの力も評価

されますので、新テストにも関係する大切な試験です。 

 

◇期末考査（12/3・月～12/7・金） 

2 学期の総まとめの試験です。中間考査で振るわなかった科目

については、今から計画的に取り組み、しっかり挽回してほしい

と思います。また、３年生とは日程が若干異なります。 

1 木 　　教育ウィーク・学校公開

2 金

3 土
 　 文化の日 月曜日の授業
 　 英語暗唱大会

4 日

5 月 　 代休

6 火    地域探訪プレゼン発表(1年6,7限)

7 水

8 木

9 金 　　新人大会(後期)

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金 職員定時退校日

17 土

18 日

19 月 文理・科目本登録、特進希望調査

20 火

21 水

22 木

23 金 勤労感謝の日 Ｓゼミ⑥　SAT⑧

24 土

25 日

26 月

27 火

28 水

29 木 第7回生徒議会

30 金

11月



◇文理・科目本登録について 

９月２５日（火）に 2 年次以降の文理・科目選択説明会を生徒対象で実施し、９月２９日（土）には保護

者の方々にご来校いただき説明会を実施しました。この日は進路課・教務課からの説明に加えて、ご希望の

方と担任との懇談も行いました。 

 この後、生徒には総合的な学習の時間やホームルームの時間等を利用して文系・理系について理解を深め、

１０月１２日（金）に文理・科目選択仮登録を行いました。現在、担任による面談を通じて本登録に向けて

きめ細かい指導をしておりますが、ご質問等がありましたらホーム担任までご連絡ください。 

１１月１２日（月）～１９日（月）の本登録までには生徒本人の希望と保護者の皆様のお考えが一致する

よう、今一度十分にご家庭で話し合っていただきたいと思います。 

 なお、２学期末（１２月２０日（木）･２１（金）･２５（月））には保護者懇談を予定しております。こ

の際にも、改めて文理・科目選択の確認をさせていただきます。 

 

◇2 学期中間考査の結果を受けて 

 中間考査が行われ、各教科担当から各ホーム担任のところに成績連絡票が提出されてきました。教科によ

って問題の難易度に違いはあれ、点数が振るわなかった生徒が少なくないようです。また、学校生活への慣

れからか、日々の予習・復習どころか週間課題も期限通りに提出できない生徒が目立ってきているように思

われます。 

期末考査で挽回して２学期を乗り切るためには、この時期に気を緩めず、平日１２０分以上の学習時間を

しっかりと確保して、予習・復習を通して毎日の授業に集中し、学習内容の定着に注力してほしいと思いま

す。 

ちょうど文理・科目選択の時期でもありますが、文理のコースや科目を決めるだけで将来が保証される訳

ではありません。確かな自己実現のためにも、一日一日を大切に過ごしてほしいと思います。 

 


